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浜名湖におけるアマモ (Zoster，αmαrinαL.)の生態，

特に一年生7マモの成立要因1)
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IMAo， K. and FUSHIMI， H. 1985. Ecology of the eelgrass (Zostera marina L.)， especially 
environmental factors determining the occurrence of annual eelgrass in Lake Hamana-ko. 
Jap. J. Phycol. 33: 320-327. 

The distribution and seasonal changes of the eelgrass (Zostera marina L.) in Lake 
Hamana-ko were investigated. The normal perennial eelgrass was distributed in the 
southern part of the lake in which salinity was high， while the annual eelgrass was dis-
tributed in the northern part of the lake in which salinity was low. Seedlings of the 
annual eelgrass were found from November to January， and grew rapidly in March. Flower-
ing occurred in April and May， and thereafter mature plants decayed. It was suggested 
that in Lake Hamana-ko one of the major environmental factors determining occurrence 
of the annual eelgrass is salinity. 
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浜名湖では，従来，アマモ (Zosteramarina L.) 

を「大ベらJ. コアマモ (Z.japonica ASCHERS. & 

GRAEBN.)を「にらもく」と呼称しており，これらの

ほかに「春もく」あるいは「ゃなぎも」と呼ばれる同

じヒルムシロ科の植物が知られていた。

低かんの湖央部と入江に分布する「春もく」は 3-

6月によく繁茂し， 7月に入ると枯死して翌春までは

ほとんど姿を消す(浜名湖水産学術調査団 1959)。松

岡 (1968)は， r春もく」はアマモの実生で，夏季にお

ける湖内環境の悪化とともに枯死するものではないか

と考えた。さらに「春もく」は多年生ではないといわ

れていることや.rもやし」といわれるアマモの発芽

1) 本研究の調査費用の一部は昭和54年度浜名湖漁業

振興調査費(静岡県農業水産部水産課)による。

2) 現住所:(社)日本栽嬬漁業協会八重山事業場(907
-04沖縄県石垣市符海大図 148).
(Present address: Japan Sea-farming Asso・
ciation Yaeyama Sea-farming Center， 148， 
Oota， Fukai， Ishigaki・shi，Okinawa， 907-04 
Japan) 

直後のものが秋に湖内を大量に浮漂していることも報

告している。

浜名湖のほかに，宮城県万石浦，三重県英虞湾およ

び鹿児島湾で一年生アマモ (annualeelgrass)の存在

が報告されている(菊池 1984)。

海外では一年生アマモに関するいくつかの報告があ

る。 KEDDYand PATRIQUlN (1978)はカナダの Nova

Scotiaで一年生アマモを発見し，その分布，形態およ

び生活史について詳述し，一年生と多年生のアマモの

発芽実験を行って遺伝的相違を検討した。このほか多

くの研究者 (DENHARTOG 1973， FELGER and McRoy 

1975， VERHOEVEN and VAN VIERSSEN 1978， BAYER 

1979， DE COCK 1980， 1981a， b， c， GAGNON et al. 

1980， McMILLAN 1983， PHILLIPS et al. 1983)によ

って一年生アマモやこれに該当すると考えられるアマ

モが報告され，最近になって注目されるようになった。

著者らは浜名湖における藻場生物群集の調査でアマ

モに関する新しい知見を得たので，ここでは同湖にお

けるアマモの分布と季節消長について述べ，さらに一

年生アマモの成立要因について考察を行った。
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水域の概況と調査方法

浜名湖の概況

浜名湖は本州中央部に位置し (34・45'N，137・35'E)，

面積69km2，周囲 103kmの塩水湖である。湖口は幅

200mの今切口で遠州灘と通じている。 Fig.lに示す

通り複雑な形状の湖で，庄内湖をはじめとする数個の

付属湖がある。糊口に近い湖南部と庄内湖は極めて浅

く，湖北部は深くなる。浜名湖の最深部は水深 16m

で，湖奥部の付属湖の最大水深は 7mないし 10mで

ある。湖心の水深 10m層の塩素量は 1951-1952年に

10-13r..であったが，湖口の固定化工事のため1953年

から上昇しはじめ， 1964年には16-17%。になった(阿

井 1968)。

調査方法

アマモ:浜名湖全域におけるアマモの分布の概況を

把握するため， 1980年4月中旬と 5月中旬に目視と音

響測深機による調査を実施した。

1979年7月から19;前年11月まで毎月 1凹アマモを採

取した。採取地点は一年生アマモの密生域であるStn.

A (水深 3.5m)，Stn. B (同 3.0m)，Stn. C (同 3.0

m)と多年生アマモの繁茂地である Stn.D (水深1.5

m)の4点 (Fig.1)である。採取は，スキューパ潜水

Fig. 1. Map showing locations of Lake 
Hamana-ko and the sampling stations. The 
eelgrass was studied at Stns. A-D. Water 
temperature and chlorinity were measured at 
numbered stations. 

により 50cmx50cmの方形枠を設置し，枠内のアマ

モを地下茎ごと手で掘り出す方法で行った。採取した

アマモは約10%のホルマリン海水で固定した後，実験

室での測定に供した。すなわち 1植物体ごとに地上

部の長さ(草長:ここでは地上茎に一番近いヒゲ根を

出している節から最も長い棄の先端まで)を測定し，

さらに，各地点ごとに全植物体を地上部の最下部から

10cmごとに切断し各々の乾重量を測定した。これ

を層別現存量と呼ぶことにする。なお，乾重量は，植

物体をあらかじめ十分風乾したのち， 80・Cで100分間

熱風乾燥してから求めた。

環境:アマモの採取と併せてスミス・マッキンタイ

ヤー型採泥器(採取面積 0.05m2) を用いて底泥を採

取し，粒度組成.強熱減量 (600土25・C恒量)および

全硫化物(検知管法)を測定した。

静岡県水産試験場浜名湖分場により毎月 1回行われ

ている定点観測の結果のうち，水温と塩素量について，

1973年から1983年までの値を用いて各定点における水

深2m層の平均値を算出した。この定点観測では浜名

湖全械にわたり12の定点がある。本報告では湖南部

(Stn. 3， 4)，鷲津湾 (Stn.12)，松見ケ浦 (Stn.11). 

湖央部 (Stn.5， 6)，猪鼻湖 (Stn.10)および細江湖

(Stn. 9)の8定点 (Fig.1)の観測値を用いた。これ

らのうち， Stn. 12はアマモ採取地点の Stn.B とほ

ぼ一致し， Stn.4は Stn.Dの東側に位置している。

結 果

分布:アマモの分布繊を Fig.2に示した。これ以

外の場所ではアマモはあっても点生程度であり，特に

湖口部，庄内湖および村締半島西岸南部にはほとんど

分布していないらしい。 Stn.D付近を含む湖南部に

分布するアマモは， r大ベら」すなわち多年生アマモ

であった。鷲津地先とそれより北に分布するアマモは

いわゆる「春もく」であった。「春もく」の密生群落は

鷲津，佐久米の地先にみられた。細江湖，猪鼻湖には

'併生群落はあまりみられなかった。「大ベら」と「春も

く」の両者が混在する場所はみつからなかった。

分布水深は「大ベら」では約1.5mであったが，こ

の水域では水深自体が 2mを超えない。「春もく」の

分布水深は低潮面下約 1-5mで，最も繁茂するのは

2-3mであった。

形態:Stn. D付近にみられるアマモはごく普通にみ

られる形態である。生殖技 (generativeshoot)は少

し開花結実期の 4月における栄養枝 (vegetative
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Fig. 2. Distribution of the eelgrass (shaded 
areas) in Lake Hamana-ko. 

shoot)と生殖校の数の比は 4.1:1であった。

鷲津以北にみられる「春もく」の地下茎は短く，ほ
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とんどない場合もあり，長くても 5cm程度であった。

葉輸は合ーで，業幅は 2-5mmであり，葉脈は発芽

直後のものでは3であるが後に5となる。花序に被鱗

はなく，種子は長だ円形で縦に明らかなすじがあり，

Z. marina L.と考えられる。「春もく」の成体には，

多くの場合生殖枝しかみられなかったが，まれにFig.

3のような栄養校を出している株もみられた。 KEDDY

and PATRIQUlN (1978)は，一年生アマモの成体は多

年生アマモの生殖枝の形態と区別することはできない，

と述べているが， r春もく」の場合も同じことが言え

る。「春もくJの成体の草長は多年生アマモより長く，

最大のものは 290cmに達した。

季節変化:各地点から採取されたアマモ地上部の現

存量 (50cmx50cm当り)および平均草長の季節変

化をそれぞれ Fig.4とFig.5に，層別現存量を Fig.

6に示す。 Stn.Dの「大べら」すなわち多年生アマモ

では， 4月に現存量 (67.6g (d. w.) /0.25 m2) と草長

(平均 99.5cm)が最大となり，最小となるのは9・10

月ごろのようである。開花・結実期は4月ごろである。

4月には生殖技が形成されるため，層別現存量の形状

はピラミッド状でなくなる。

Fig. 3. Drawings of the annual eelgrass. 
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Fig. 4. Seasonal changes in the aboveground 
standing crop (g(d.w.)/O.25m2) of the eelgrass. 
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い。 Stn.4付近には多年生アマモが分布し，塩素量が

低い湖央部周縁や付属湖には一年生アマそが分布して

いる。このように，低塩分の水域と一年生アマモの分

布域とは極めてよく一致している。

冬季 1，2月の水温は， Stn.4と湖央部，付属湖と

の聞に約 5・C の差があった。夏季には両者の聞には

小差が認められるだけであったが， Stn.4の水温は7

月で 27.0'C，8月で 26.9・Cであるのに対して，湖央

部や付属湖では7，8月に 27・Cを超えている。これは

考察でふれるが注目すべき点であろう。開花・結実期

の4，5月の水温には Stn.4と湖央部・付属湖との聞

にほとんど差がなく， 4月で約 15・C，5月で約 20・Cで

あった。

底質の強熱減量と全硫化物の測定結果を Table1に

示す。強熱減量の値は Stn.Cで高いが，多年生アマ

モの繁茂地である Stn.Dでも特に低い値ではなかっ

た。全硫化物は Stn.Dで低い値であった。粒度組成

は， Stn. Dでは粒径 0.074mm以下の占める割合が

やや少いが， Stn. A とそれほどかけはなれた数値で

はなかった (Table2)。

324 

Stn. A， B， Cでは11・12月ごろに発芽体がみられ，

これは2・3月に急速に成長する。 4・5月には開花

・結実して，現存量，草長とも最大となり，その直後

流失し，夏季 (7-9月)には定着草体を見ることが

ない。 4• 5月には，開花・結実のために層別現存量

は 100-150cmの層で最大となる。「春もく」は草体

が越年することがないので一年生アマそである。

環境:静岡県水産試験場浜名湖分場による水温，塩

素量の定点観測結果を検討すると，浜名湖はきわめて

特徴的ないくつかの水域の組合せであることがわかる。

水深 2m層の T-Clダイヤグラムを Fig.7に示す。

これをみると，湖口から湖奥に進むに従って外海水の

影響は小さくなるが，湖央部では水温も塩素量も似た

値となっている。湖奥部の細江湖や猪鼻湖を除き，湖

央部とその周縁(鷲津湾，松見ヶ浦)はひとつのまと

まった水域とみなせる。

Stn.4と湖央部4点との聞には季節を関わず塩素量

に大きな差がみられた。湖央部の塩素量は4-9月に

低く，特に7.8.9月には 14%0前後であった。細江

湖 (Stn.9)や猪鼻湖 (Stn.10)の塩素量はさらに低
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Table 1. Ignition Ioss (1. L.) and totaI sulfide (T-S) of the sediment 
(July 1979-July 1980). 

Station 1. L. (%) T-S (mg/g(d. w.)) 

A 3.84:t1. 74 0.38:t0.28 

B 5.46:t2.15 O.白土0.41

C 13.99土1.75 2.10:t1. 53 

D 3. 57:t1. 78 0.08:t0.12 

Table 2. Partic¥e size distribution (%) of the sediment (mean for July 1979-July 1980). 

Partic¥e size (mm) 

Station 2.0 

A 0.20 

B 0.00 

c 0.00 

D 0.00 

考察

0.84 

0.96 

1. 27 

0.05 

1.32 

0.42 

1. 20 

0.95 

0.20 

2.72 

アマモは，その種子が発芽して開花するまでの過程

に基づいて，これまでの報告から一応次の三つの型に

分けることができる。

第1は，発芽後1年未満は栄養枝だけが発達して生

殖技を形成せず 2年目またはそれ以降に開花する型

(SETCHELL 1929.川崎ら 1984)である。

第2ti..発芽後 1年を経ずして開花・結実し，栄養

校も出して越年する型 (MIKI1933)である。ただし

MIKI (1933)は実生で開花して栄養枝を有する株のほ

かに，生殖枝だけからなる株 (5月25日採取)の写真

も示している。種子は7月中旬に成熟すると記されて

いることから，全部の株が越年するとは考えにくい。

栄養枝が残存し越年する株と，結実後全体が流失して

しまう株とが混生していた可能性もあると考えられる。

第3は，発芽後 1年未満で生殖枝を発達させて開花

・結実し，草体は越年することなくすべて流失してし

まう型 (KEDDYand P ATRIQUlN 1978).すなわち一

年生アマそである。

浜名湖の「春もく」は，これら三つの型のうちで，

第3のものに該当する。しかし KEDDYand PATRI-

QUlN (1978)は一年生アマそがまったく栄養枝を形成

しないと述べている。栄養枝をまったく形成しないこ

とは，栄養繁殖を行うことがないという点で，典型的

な一年生アマモと言える。「春もく」は，生殖枝とと

0.25 0.105 0.074 <0.074 

6.36 67.82 3.68 19.78 

8.00 36.56 7.58 45.65 

0.57 4.81 1. 75 92.62 

18.90 56.58 5.86 14.61 

もにまれに栄養枝をもつことがある点で KEDDYand 

P ATRIQUlN (1978)の報告とは少し異っている。

一年生アマモが成立するためには次のような条件が

必要である。第 lには，栄養繁殖を絶つ要因が存在す

ることである。次に，この第1の条件と密接に関係す

るが，生殖枝を形成する割合が高くなる条件の存在で

ある。第3に，発芽や幼芽の生育にとって好都合な条

件の存在である。これらのうち第 1の条件がなければ

一年生アマモばかりの群落は生じない。

一年生アマその成立要因は，これまでにもいくつか

挙げられてきた。 KEDDYand PATRIQUlN (1978)は，

夏季の日射や冬季の氷あるいは霜が多年生アマモの成

立を抑制していると述べているが，これらは浜名湖に

はあてはまらない。

AIOI (1980)は，底質と多年生アマモの地下茎との

関係について，泥底ほど地下茎の発達が悪いと述べて

いる。浜名湖の一年生アマモの地下茎は極めて短い。

多年生アマモが繁茂する Stn.Dでは，全硫化物は他

の地点より少なかったが，粒度組成には他の地点とそ

れほど顕著な差を見出すことはできなかった。

一年生アマモは，文献にあらわれたほとんどの場合，

低塩分になりやすい所(塩沼特に潮間帯)にみられて

いる。塩素量の年平均値が 14r..であったオランダの

例 (VERHOEVENand VAN VIERSSEN 1978)をはじ

め，塩分の値は示されていないが低かんであろうと考
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えられる例 (KEDDYand PATRIQUlN 1978， GAGNON 

et al. 1980， PHILLIPS et al. 1983)は比較的多い。

ヨーロッパの大西洋沿岸の汽水性の内海 (brakishin. 

land waters)のアマモは一年生植物であるという

(JACOBS 1982)。また，低塩分はアマモの発芽や幼芽

の生育にとって，多くの場合好都合である(新崎，

1950b，幡手ら 1974，PHILLIPS et al. 1983)。

しかし北米のアマモの分布域の南限であるカリフ

ォルニア湾は高塩分と夏季の高水視 (27-32・C)で特

徴づけられ，潮下帯に一年生アマモだけが生育する

(PHILLIPS et al. 1983)。このカリフォルニア湾のア

マモでは，発芽*は高塩分でも抑制されず (McMIL-

LAN 1983， PHILLIPS et al. 1983)，むしろ高水温で抑

制された (McMILLAN1983)。分布域の高温限界付近

では，水温が一年生アマモの主要な成立要因となって

いるのかもしれなし、。 MIKI(1933)は日本の Zostera

属の地理的分布について述べているが，その中で外海

の水温と Zostera属の分布を図示し，夏季8月の表層

水温 27・Cの線がアマモの分布の南限になっていると

した。しかし， 8月の水温が 30・Cをこえる内湾にも

多年生アマそが繁茂することを新崎 (1950a)は報じて

いる。そこでは実生の 5%位が花枝を形成する(新崎

1950b)。
浜名湖では，一年生アマモの分布域と夏季の塩素量

14'ゐ前後の低塩分域とはよく一致していた。従って，

低塩分が浜名湖の一年生アマモの成立を支配する主要

因と考えられる。この低塩分域の水温は，夏季に MIKI

(1933)が指摘した 27・Cを上回っており，水温と一年

生アマモの成立との関係も無視できない。しかし一

年生アマモの出現に対する塩分や水温の作用機序は今

後に残された課題である。
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第16回太平洋学術会議のお知らせ

第 16岡太平洋学術会議 (XVI th Pacific Science F. CoralニReefs

Congress)が1987年8月20-30日に大韓民国のソウル G. Botany 

市で開催される。 H.Forestry 

会議は“NewDimentions of Science， Manpower 1 _ Freshwater Science 

and Resources in the Pacific"をメインテーマとし].Entomology 

次のような 3つのシンポジウムおよび専門別15のセタ K. Social Sciences and Humanities 

ションで講演が行われる予定である。 L.Economics 

シンポジウム M.Public Health and Medical Sciences 

1. Development of Science and Technology for N. Nutrition 

the Pacific Countries O. Science Communication and Education 

2. Population and Food for the Pacific Basin この会議への参加および講演申し込み，詳しい日程.

3. Perspectives on the Major Resources of the 宿泊等に関しては2ndサーキュラーに掲裁の予定なの

Pacific Region で， 2ndサーキュラー入手希望者は，下記に申し込む

各セクション: こと。

A. Ecology， Conservation and Environmental Pro- Prof. Choon Ho Park 

tection Secretary-General 

B. Solid Earth Sciences Organizing Committee 

C. Geoqraphy XVI Pacific Science Congress 

D. Museum and SimiIar Institutions K.P.O. Box 1008 

E. Marine Science Seoul 110， Korea 




